
Anthropologists (Oakland･ Caliro叫8･
M8rCh-April, 1995). Am. J. Phys.

Anthrop.,suppl.20:208.

社会生態研究部門

生態機構分野

杉山幸丸 ･森 明雄 ･山極寿一 ･松村秀-I)

研究概要

A)西および中央アフリカに生息する大型頬人猿

の行動･生態学

杉山幸丸 ･山極寿一 ･山越 言い

全個体識別のもとに長期追跡してきたギニア国

ポッソウの野生チンパンジーについては､堅果割

りを初めとする道具使用行動の詳細な観察とVT

R記鎖の分析､整理を進める一方､野外実験も含

めて､道具使用行動全般について発達と伝播の記

録 ･分析を行った｡また､近隣個体群との遺伝的･

文化的交流関係の分析のため､隣国のコートジボ

アールにまで広がるニソバ山地での調査を開始し

た｡さらに､生息地の資源孟測定と土地利用､採

食虫把垣の資料を収集した

ガボン国プティ･ロアンゴ保護区では､同所的

に生息するゴリラとチンパンジーの生息密度を調

査し､海岸林に両種が比較的高い生息密度で生息

しており､互いに遊動域を重複させて共存してい

ることが明らかになった｡

B)土チオビアに生息するヒヒ頬の研究

森 明雄

ヒヒ頬の重層社会を行動学的に分析することを

目標にしている｡昨年からは､エチオピア南部ア

ルシ州で見つけたゲラダヒヒのポビュレ-ション

の調査を行っている｡今年の調査では､ゲラダヒ

ヒのヒョウに対する防衛行動の観察や子殺しが行

われた証拠を得るなど､新たな発見があった｡さ

らに､ユニット構造が従来の観察に比べて緩やか

であるなどの特徴が得られた｡これらの新たな知

見が得られたのは､新ポピュレーションが､従来

観察されたものとは地域的に大きく離れているこ

とや､生息環境が異なるためであると考えられる.

さらに､パレ州では､マントヒヒとアヌビスヒヒ

の雑種化の様相を調べるために､広域調査も行っ

た｡

C)スラウェシマカクの研究

松村秀一

マカクの社会行動の進化に関する比較研究の一

環として､インドネシア･スラウェシ島に生息す

るムーアモンキーの野外研究を続けている.1990

年以来のff料の分析を進め､彼らの社会交渉の特

徴を明らかにするとともに､その進化に関するモ

デルを提出した｡また､αオスの交代が起こった

後の集EZ]内申社会交渉に関する現地調査を行った｡

D)ニホンザルの採食 ･繁殖生態と個体群動態の

研究

/杉山幸丸 ･森 明雄 ･山極寿一 ･

JosephSoltisい･vanessa∫.Hayes一)･

ⅩavierDomingoRouraS)

ニホンザルの個体の社会的地位と採食 ･繁殖戦

略との関係の解明のため､･大分県高崎山､宮崎県

寺島､鹿児島県屋久島の餌づけ群および自然群を

対象に研究を進めてきた｡食物の時間的､空間的

分散の変化のもとで性､年齢､社会的地位の相違

により採食行動にあらわれる差の把投につとめ､

また､栄養血洲定に基づく摂取栄養丑の把握と､

それらが緊柄成功皮と関係している様を検討して

きた.特に事由群では､採食スピードの時間的変

化の解析と性成熟の遅柑現象に焦点を置き､それ

らに関わるデータの収集と分析を試みている.ま

た､一時的食物貯蔵蹄としての頼袋の使用を､性 ･

年齢 ･順位との関係で調べた｡これは所内エソク

ロジャー群でも調べ､頼袋容血の計測も行った｡

屋久島では､最も果実の柾頬が凸缶な10-1

月にかけて､野生ニホンザルの採血様式を調査し､

異なる果実の選択にしたがって群れの遊動コース

が変わり､これが群れ問の出会いに大きく影響し

ていることが明らかになった｡また､朝､昼､夕

刻という異なる時間帯で採食する果実の種類や採

会規安が異なることも判明した｡

一方､社会､池伝子情報､書芸官調節分野と共同

で所内放飼弟EZ]において性行動､ホルモン測定と

父性判定に基.うく両性の繋植戦略を研究した｡こ

れらの戦略と関連して順位､繁殖成功度､個体群

動態の長期ff料を苗崎山および幸島において収集

した｡

さらに､ニホンザルの全生息数を推定しその動

1)1994年12月1日付けで助手に採用 2)大学院生

3)研究生 4)日本学術振興会外国人特別研究員

5)文部省国費研究留学生
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態を環境との関連で解明する研究も進めてきた｡
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ll)山越言 (1994):ポッソウの野生チンパンジー

染田の社会関係.第10回日本霊長類学会大会

(1994年6月,東京).霊長類研究,10:156.

社会構造分野

加納隆至 ･大津秀行 ･鈴木 晃

研究概要

A)中央アフリカザイール森林における野生ボノ

ボの社会及び行動の研究

加納隆至 ･橋本千絵1)

ザイール共和国ジョル地区ルオ学術保護区ワン

バ森林においてボノボ (ピグミーチンパンジー)

の研究を行っている.ザイールの政情は不安定で

現地調査は中断中であるが.研究結果のとりまと

めは進行中である.

B)東アフリカタンザニアにおける野生チンパソー

の研究 :科学研究費補助金

(国際学術研究06041064)

加納隆至 ･小川秀司2)

タンザニア西部の乾燥地帯でで野生チンパンジー

のジェネ5.ルサーベイを行った.小川は1994

年7-10月の乾季終末から雨季開始時にかけて,

ウガラ丘陵地帯でチンパンジーの密度と植生に関

する調査を行い.加納は, 1995年の1-3月

の雨季の盛期に.リランシンパ丘陵の孤立生息域

で.密度と植生に関する調査を行った.

C)性淘汰､社会構造に対する要因としての霊長

蛾メスの繁殖戦略

大津秀行 ･光永栓子2)

霊長類における性淘汰､及び社会構造に影響を

及ぼすメスの性行動を研究している｡メスの生殖

生理学的な解析が重要であるため､′生理学研究と

共同して､これまで放飼場やグループケージ飼育

ニホンザルiこついて調べてきた｡

D)アフリカ乾燥サバンナにおけるオナガザルの

野外研究 '

大津秀行

カメルーン北部のカラマルエ国立公園において､

バタスザルとミドリザルの野外研究を1984年より

続けている｡繁殖期に社会変動と繁殖行動の関係

について資料も収集している01994年度は出産期

に､パタスモンキーの群れ雄の地位をめぐる争い

に関する資料を収集した｡

E)オランウータンの野外研究

鈴木 晃

インドネシア･東カリマンタン州､クタイ国立

公園におけるオラ㌣ウータンの生態学的研究の継
続､1994年8月には､現地での観察小屋が完成司､

8月13日には､小屋開きを､現地関係者約60

名の参加の下に行われた｡

F)上信越ニホンザル地域社会学的研究の継続

鈴木 晃

上記の課題の継続的調査と､上信越ニホンザル

研究林の研究小屋の整備を行った｡ ･

d)マカク類の比較社会学的生態学的研究

加納隆至 ･大津秀行 ･松村秀-1)

提要直樹l)･小川秀司2)･田中 香l)

マカタ類の社会進化を明らかにするため､ ,ニホ

ンザル (屋久島･高崎山･嵐山･金華山)および､

アジアに生息する他のマカタ頬 (中国のチベット

マカタ･インドネシアのスラウェシマカタ)の社

会をその生息地で研究している｡

汰)タイ国南部の熱帯多雨林と同地域に生息する

霊長類に対する保護に関する基礎研究

大沢秀行

1995年1月､タイ国内の数ヶ所の国立公園を対

象に生態密度､環境学の予察を行った｡

I) その他の嘱乳濁の社会行動研究

加納隆至 ･大津秀行･瀬戸口美恵子2)･

小林 隆1)･柳原芳美I)

タイワンリス･半野生馬 ･アライグマについて､

社会行動の調査を行い､霊長類とは異なる視点か

らも動物社会学的研究を行っている｡
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